
地域・在宅看護論【地域・在宅看護援助論Ⅱ】

【教科書・参考図書】

授業計画】

＊この科目は、実務経験のある教員による科目です。

担当教員 小川 米子

石川 知子

所 属

対象学年/開講時期 第２学年/後期 単位数（時間数） １単位（１５時間）

履修の目的 地域で生活する人々とその家族への看護について医療的管理とケアの実際を理解する

授業の形式 主として講義形式で行う

成績評価の基準等 出席、テスト、授業への参加態度を総合的に評価する

番号 書名 発行所

① 系統看護学講座 地域・在宅看護論 ２ 医学書院

② 写真でわかる訪問看護 アドバンス インターメディカ

授業回数 履修主題 履修内容 教科書 担当教員

第 1回

暮らしの場で行われる

治療と看護

終末期及び看取りの看

護

医療機器管理におけるリスクマネジメント、医

療危機管理に必要な物品の調整、関連職種

との連携、在宅医療廃棄物の取り扱い

褥瘡予防、褥瘡処置

在宅中心静脈栄養法（HPN）、輸液、経管栄

養法の管理

膀胱留置カテーテル管理、ストーマ管理

在宅人工呼吸療法、非侵襲的陽圧換気量

法、在宅酸素療法（HOT）

疼痛緩和ケア、医療用麻薬の取り扱い

病状変化時の対応、意思決定支援、家族へ

の死の準備教育、グリーフケア

①②

第 2回

第 3回

第 4回

第 5回

第 6回

第 7回

修 了 試 験


